
━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

■  IICLO MAGAZINE NO.100-------------------------------- 2018/12/20 

    ★★★  大阪 国際児童文学 振興財 団  メールマガジン  ★★★  

-------------------------------------------------------------------- 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

冬至を目前に して、 いよいよ本格 的な冬 の訪れを感じ させる 季節になって き

ました。寒さ 対策を 万全にして、 元気に 新年を迎えた いです ね。現在会員 登

録数 2,863人さま。 次 号は 1月 22日発行の 予 定です／  
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●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」受賞 作品が出版さ れまし た   

当財団主催「第 34 回  日産  童話と絵本の グランプリ 」（平成 29 年度実施）の

大賞２作品が 、ＢＬ 出版より出版 されま した。  

『ぶぅぶぅマ マ』小 路智子／作  童話部 門 大賞作品  

はらだゆうこ ／絵（ 第 14 回絵本部門優 秀 賞受賞者）  

『こぐまのア ーリー とあかいぼう し』わ だあい／作 ･絵  絵本 部門大賞作品  

詳細、表紙写 真はこ ちらからご覧 くださ い。↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#34shuppan 

 

●  年末年始休業日 の お知らせ  

当財団の業務 は、12 月 28 日（金 ）から１ 月４日（金 ）まで 休業 とさせていた  

だきます。ご 了解く ださい。  

通常の業務日 は、火 曜日～土曜日 午前９ 時～午後５時 30 分  

休業日は、毎 週日曜 日・月曜日、 祝休日 、年末年始ほ かとな っています。  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

***************************************************************** 

『 変 化 球 男 子 』 Ｍ ・ Ｇ ・ ヘ ネ シ ー /作  杉 田 七 重 /訳  鈴 木 出 版  2018 年 10

月  対象年齢 ：小学 校高学年以上  

 

あらすじ： 12 歳のシ ェーンはピッ チャー として活躍し 、ジョ シュと親友。 し

か し 、 シ ェ ー ン の 体 は 女 子 で 、 心 は 男 子 だ と い う こ と は 家 族 し か 知 ら な い

秘密だった。 12 歳か ら男性ホルモ ン療法 を行うのに、 両親の 同意が必要だ

っ た が 、 離 れ て 暮 ら す 父 は シ ェ ー ン の こ と が 理 解 で き な い 。 ま た 、 学 校 で

はシェーンが 転校前 は女子として 通学し ていたことが SNS で暴露され、級

友に「ヘンタ イ」と 言われ、親友 ともぎ こちなくなる 。  

 

Ｓ：読者は最 初、「 ぼ く」と書かれ たシェー ンの視点で作 品を読 み始めるので 、

「 ぼ く 」 を 男 子 だ と 思 っ て い ま す 。 と こ ろ が 、 離 婚 し た 父 が 「 男 の 子 み た

い 」 と フ ィ ア ン セ に 紹 介 し て い た の を 、 シ ェ ー ン が 「 み た い じ ゃ な く て 、

男 だ ！ 」 と 言 っ た と こ ろ で 、 ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 知 識 の あ る 読 者 は シ ェ

ー ン の 性 を 理 解 し 、 知 識 の な い 読 者 は 、 次 の 章 の シ ェ ー ン が ３ 歳 で 自 分 の

体 に 違 和 感 を 覚 え た と い う と こ ろ で 、 シ ェ ー ン の 状 況 を 理 解 し ま す 。 こ の

導入はうまい と思い ました。  

Ｙ ： 親 友 の ジ ョ シ ュ に 、 シ ェ ー ン が 大 事 な 試 合 に 出 場 し な い で 父 親 に 会 い に

行 く と 告 げ る と こ ろ で 、 読 者 は シ ェ ー ン が 秘 密 を 抱 え て い る こ と を 知 り ま

す が 、 そ れ が ホ ル モ ン 療 法 の 承 諾 を 得 る た め で あ っ た こ と を 知 っ て 、 シ ェ

ーンがいかに 男子の 体になりたい と渇望 しているかを 知りま す。  

Ｓ ： と こ ろ が 、 父 親 は あ と 少 し 待 っ た ら 、 気 が 変 わ っ て 、 女 の 子 と し て 生 き

るかもしれな いとい う思いを捨て られま せん。  

Ｙ ： 離 れ て 暮 ら し て い て 、 シ ェ ー ン の 苦 し み を 理 解 で き て い な い 父 親 が 、 ホ

ル モ ン 療 法 を 受 け る こ と に よ っ て 、 ひ げ が 生 え た り 、 妊 娠 で き な く な っ た

りすることを 心配す る気持ちは、 12 歳ゆ えにわからな いでも ありません。  

Ｓ ： そ れ に 対 し て シ ェ ー ン が 「 ぼ く は 自 分 じ ゃ な い だ れ か に な ろ う と し て い

るわけじゃな い。ずっ と昔からこう だった 。」といった 言葉が心に 響きまし

た。  

Ｙ ： シ ェ ー ン の 場 合 は 、 助 産 師 の 母 親 が シ ェ ー ン の 状 況 を 受 け 止 め 、 カ ウ ン

セリングにも 通って しっかり支え ている 点が深く印象 に残り ました。  

Ｓ ： そ の カ ウ ン セ リ ン グ で 出 会 っ た ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の ア レ ハ ン ド ラ も 自

分 の 体 験 を 語 り な が ら 、 シ ェ ー ン の 悩 み に 寄 り 添 っ て く れ ま す 。 ト ラ ン ス

ジ ェ ン ダ ー の 人 た ち の 支 援 を し て い る 作 者 な ら で は の 作 品 だ と 思 い ま し た 。 

作 品 に は 、 シ ェ ー ン が 描 い て い る 宇 宙 探 検 の 長 編 マ ン ガ の コ マ が 物 語 の

所 々 に 挿 入 さ れ て い て 、 マ ン ガ の 内 容 が そ の 時 の 気 持 ち や 状 況 と 関 連 し て

いるようで、 深読み できておもし ろかっ たです。  

Ｙ ： 最 後 は 野 球 が シ ェ ー ン を 救 い ま す 。 多 様 な 性 の あ り よ う を 考 え る 作 品 と

してこの本が 日本で 翻訳されたこ とをう れしく思いま す。  

 

＊今回のゲス トは当 財団特別専門 員  小松 聡子さん（Ｓ ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 40 回「猫の事務 所 」  

「政治」と「 無邪気 」  

 



前回の「 二人の役人 」(当メルマガ NO.99)の記事にもタイ トルが あげられてい

た「寓話  猫の事務所 ……ある官衙 に関す る幻想……」の「官 衙」というのは

官庁のことで 、これ も、役所や役 人をめ ぐる物語です 。つぎ が書き出し。  

 

〈軽便鉄道の 停車場 のちかくに、猫の第 六 事務所があり ました。ここは主に、

猫の歴史と地 理をし らべるところ でした 。  

書 記 は み な 、 短 い 黒 の 繻 子 の 服 を 着 て 、 そ れ に 大 へ ん み ん な に 尊 敬 さ れ ま

し た か ら 、 何 か の 都 合 で 書 記 を や め る も の が あ る と 、 そ こ ら の 若 い 猫 は 、

どれもどれも 、みん なそのあとへ 入りた がってばたば たしま した。〉  

 

現 在 の 一 番 書 記 は 白 猫 、 二 番 書 記 は 虎 猫 、 三 番 書 記 は 三 毛 猫 、 四 番 書 記 は 竈

猫です。  

竈 猫 は 、 夜 、 か ま ど に 入 っ て 眠 る の で 、 い つ も 煤 で 体 が 黒 い の で す が 、 そ れ

にしても、どう して、こんなに、きら われ、いじめられる のか。安 藤宏は、「 こ

の 事 務 所 で は 、 何 せ 事 務 長 が 黒 猫 な も ん で す か ら 、 こ の か ま 猫 も 、 あ た り 前

な ら い く ら 勉 強 が で き て も 、 と て も 書 記 な ん か に な れ な い は ず の を 、 四 十 人

の中からえら びださ れたのです 。」と いう 一言に注目し ます (「 寓話  猫の事務

所」 2003 年 )。そして 、「黒猫も かま猫も 猫 社会にあって は差別 されるマイノ

リ テ ィ 」 だ と 考 え ま す 。 そ う す る と 、 こ れ は 、 わ ざ わ ざ 竈 猫 を 採 用 し 、 彼 を

か ば い つ づ け た 黒 猫 が 、 や が て 裏 切 ら れ た 気 も ち に な る 物 語 に も 見 え て き ま

す。安藤は、竈猫は猫 社会や事務所 の「政治 的な力関係に あまり にも無自覚」

だともいうの です。た しかに、同僚 たちのい じめに、ただ 泣くだけ の竈猫は、

ずいぶん無邪 気なの かもしれませ ん。おし まいには、突 然、獅子 が登場して、

大きなしっか りした 声で「お前 たちは何 をしているか 。」とい って、事務 所の

廃止を命じま す。  

 

物語に、 1926 年に花巻の稗貫郡役 所が閉 鎖されたこと を重ね るのは、米地 文

夫です (「宮沢賢治「 猫の事務所」と郡 役所 廃止」2007 年 )。「猫の 事務所」は、

1926 年 3 月発行の雑 誌『月曜』に 掲載さ れました。数 少ない 、賢治の生前 に

発表された童 話の一 つです。（ 馬車別当 ）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『セ ロ弾き のゴーシュ』 により ました。）  

 

***************************************************************** 

《３》  読書活動ボ ラ ンティアのた めのワ ンポイント  100 

***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 18）おはな しにつ いて２  

 

質問：昔話を語る時、書かれている 言葉を そのまま覚え る必要 がありますか 。  

 

（前回のつづ きです ）  

そ の ま ま 覚 え て 語 っ た ら 耳 に 心 地 よ く て お も し ろ い テ キ ス ト を 選 ん で 覚 え 、

語 る と い う 経 験 を た く さ ん 積 み 、 多 く の 人 の お は な し を 聞 き 、 昔 話 に 関 わ る

図 書 や 雑 誌 を 読 ん で い る と 、 だ ん だ ん 「 昔 話 と は 何 か 」 に つ い て の イ メ ー ジ

が で き て く る よ う に な り ま す 。 と は い っ て も 、 昔 話 の 世 界 は 奥 が 深 い の で 知

れば知るほど 、わか らないことも たくさ ん出てきます 。  

 

書 か れ て い る 言 葉 を そ の ま ま 語 ら な い と い う 場 合 に は 、 い く つ か の 段 階 が あ

り ま す 。 ま ず 、 最 初 に 、 ほ ぼ こ の ま ま 覚 え て 語 る こ と が で き る に も か か わ ら

ず 、 一 部 の 接 続 詞 （「 そ し て 」「 し か し 」 な ど ） や 助 詞 （「 は 」「 が 」 な ど ） や



言 い 回 し な ど 、 ど う し て も 言 い に く い 、 リ ズ ム が つ か み に く い 場 合 が あ り ま

す。  

 

ま ず は 、 接 続 詞 に し て も 助 詞 に し て も 、 書 い た 人 は 、 そ の お は な し の 流 れ や

テーマにぴっ たり合 うと思ってそ れらの 言葉を選んで いるは ずです。そこで 、

な ぜ 、 そ の 言 葉 が 選 ば れ た の か を 考 え て み る こ と が 必 要 で す 。 同 時 に 、 同 じ

話が複数の再 話者に よって再話さ れてい たり、翻訳されて いた りする場合は 、

ま ず 、 そ れ ら を 比 べ て み て 、 も と も と 自 分 が 選 ん だ テ キ ス ト の 変 え た い と 思

っている部分 の意図 を探ることも してみ ます。  

 

そ れ で も 、 や は り 、 落 ち 着 か な い 、 ど う し て も 言 い に く い 、 全 体 の お は な し

の流れとして、納得 で きないという ことが あれば、変更すべき だ と思います。

ど の よ う に 変 更 す べ き か に つ い て は 、 接 続 詞 を 変 え る こ と に よ っ て 、 お は な

し の 中 で 続 く ス ト ー リ ー が ど ん な 意 味 を 持 つ の か 、 助 詞 を 変 え る こ と に よ っ

て 、 そ の 部 分 が 作 品 全 体 の 中 で ど う い う 意 味 を 持 つ の か な ど を 、 考 え て 納 得

で き る 言 葉 に す る こ と が 必 要 で す 。 そ し て 、 他 の 人 に も 聞 い て も ら っ て 、 引

っかからない か、自 然に聞こえる かどう かを確かめま す。  

 

＊次号は「そ の 11 さまざまなご質 問にお 答えします（ 19）」 の 予定です。引

き 続 き 同 じ 質 問 に つ い て 考 え ま す 。 ぜ ひ 、 ご 質 問 や ご 意 見 を お 待 ち し て お り

ます。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

兵庫県立美術 館で 12 月 24 日まで開催 され ている巡回展「サヴ ィ ニャック  パ

リ に か け た ポ ス タ ー の 魔 法 」 に 行 っ て き ま し た 。 レ イ モ ン ・ サ ヴ ィ ニ ャ ッ ク

（ 1907-2002）はフランスを代表す るポス ター作家です。41 歳の時に「牛乳石

鹸 モ ン サ ヴ ォ ン 」 の ポ ス タ ー で 人 気 作 家 と な り 、 そ れ 以 来 、 食 品 、 毛 糸 、 電

化 製 品 、 旅 行 、 頭 痛 薬 、 タ イ ヤ な ど 、 い ろ い ろ な 商 品 の 広 告 ポ ス タ ー を 手 が

けています。  

 

この展覧会で は、ポ スター、原画 、スケ ッチブックな ど約 200 点が、第１章

は「ポスターの魔 術師 サヴィニャッ クが誕 生するまで 」、第２章 は「 10 の項目

から見つめる サヴィ ニャックのポ スター」として、「 動物たち 」「 オトコの人、

オンナ の 人 」「 製 品 に 命 を 吹 き 込 む 」 な ど の モ チ ー フ 別 に 展 示 さ れ て い ま す 。 

 

マ ッ ト レ ス か ら バ ネ で 飛 び 出 し た ヒ ツ ジ が 描 か れ て い る 「 ト レ カ ： ウ ー ル と

スプリングの マット レス」や、男の人が足 元に置いたペ リエを 指さしながら 、

瓶 か ら 飛 び 出 し た 炭 酸 水 を 大 き な 口 で 飲 ん で い る 「 ペ リ エ ： プ シ ュ ッ と 音 が

する水…」、ゾウが子 どもに鼻のシ ャワー を浴びせてい る衛生 キャンペーン の

「 ド ッ プ ： 清 潔 な 子 ど も の 日 」 の ポ ス タ ー な ど 、 お も し ろ い 作 品 が い っ ぱ い

でした。サン トリー や森永など日 本の企 業のものもあ りまし た。  

 

お し ゃ れ で か わ い い ユ ー モ ア の あ る 絵 は 、 明 る い 色 が き れ い で す 。 青 白 赤 の

ト リ コ ロ ー ル カ ラ ー も の も た く さ ん あ り ま し た 。 シ ン プ ル な 絵 の 中 で 、 何 を

宣 伝 し て い て 、 お す す め ポ イ ン ト が ど こ な の か 、 誰 で も 見 れ ば わ か り ま す 。

短 い キ ャ ッ チ フ レ ー ズ と 絵 で 表 現 さ れ て い て 、 言 葉 遊 び や ダ ジ ャ レ の よ う に

な っ て い る も の や 、 シ ュ ー ル な も の も あ り ま す 。 一 枚 の 絵 の 中 に 物 語 を 感 じ

て、絵本のよ うだと 思いました 。（Ｋ）  



 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  企画展「東君平 「 白と黒の世界 」」  

会  場：香美 市立や なせたかし記 念館  詩とメルヘン 絵本館  

会  期：開催 中～平 成 31 年２月４日（ 月 ）午前９時 30 分～午 後５時  

休館日：火曜 日（ 12 月 25 日、 1 月 1 日は 開館）  入館 料：有 料  

主  催：（ 公財）や な せたかし記念 アンパ ンマンミュー ジアム 振興財団  

 

●  資料展示「ふし ぎ の描き方－あ まんき みこ＆富安陽 子の世 界－」  

日 本 を 代 表 す る ２ 人 の 児 童 文 学 作 家 に は ふ し ぎ な 世 界 を 描 く と い う 共 通 点 が

ありますが 、その描 き方は少し違 います 。「ふしぎ 」をテーマ に 作品世界をた

どります。  

会  期：開催 中～ 12 月 28 日（金）  休 館 日あり  

会  場：大阪 府立中 央図書館  １階展示 コ ーナー  （東大阪市 荒 本）  

主  催：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館  

協  力：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

100 号を記念して、財 団のロゴマー ク（牧神・安野光雅デザイン ）が入ったコ

ットンバック （ A4 サ イズ）を 10 名の方に プレゼントし ます。 ご希望の方は 、

メールで件名 「メル マガ NO.100 プレゼン ト希望」とし 、 (1)お 名前  (2)郵便

番 号 ・ 住 所  (3)電 話 番 号  (4)メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ

ガのご感想を お書き のうえ  office@iiclo.or.jp にお送りく だ さい。  

締切は平成 31 年 1 月 10 日 (木 )、当選発 表は発送をも って代 えさせていた だ

きます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新体制のもと 荒波の 中を船出した ８年前 の９月に第１ 号を発 行して、今回 で

ちょうど 第 100号 。 多 く の 方 々 の ご 支 援 を い た だ き つ つ 歩 ん で ま い り ま し た 。

その方々の思 いに応 えられるよう に、改 めて頑張らね ばと思 っております 。

みなさまにと りまし ても、来年は もっと 良い年になり ますよ う心よりお祈 り

申し上げます 。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  



●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


